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東北横断自動車道秋田線は、秋田県の高速交通体系の根幹となる

ものです。すでに秋田市から横手市までの57.4kmは、平成 3年 7月

に開通し供用されており、現在は横手市から岩手県湯田町までの区

間15.8kmについての工事が、進められています。

しかし、本区間の路線上には、多くの遺跡の存在することが確認

されており、秋田県教育委員会で、は百平成2年から工事に先立って百

遺跡の発掘調査を実砲して百記録保存に努めております。

本報 立三吋i'ミ
百 i j台、 υ

Lγ 
百九」ー- しました山内村虫内豆遺跡の調査

成果をまとめたものであります。

本書;が、思蔵文化財の保護に広く活用され九郷土の歴史や文化を

研究する資料として百多くの方々に御利用いただければ幸に存じま

す。

最後に百本調査の実施及び本書の刊行に際し九御協力を賜りまし

た日本道路公団仙台建設局五山内村吉山内村教育委員会をはじめ五

関係各位に対し厚く御礼申し上げます。

平成 5年 3月25L] 

秋田県教育委 ム
ぷ

教育長橋本顕



1.本書は、東北横断自動車道秋田線建設事業に係る比Il説文化財官掘調奇報告書の141mIdの報

ある。

')本書は、平成 3

ある。

3. 調査の内容については、すでにそのー部が調査|略報などによって公表されているが、本報

内容がそれらに優先する。

された1[1内村に所在すると主内五遺跡の調査結果を収めたもので

4. 本書の執筆は、粟津光明が行った。

5. 本書に使用した地図は吉田土地理院克行の 5万分の 1 ~j1I'!子』地 JF~凶である u

6.遺構土居図11"のし色につし、ては、農林水産省民林水産技術会議事務局監修、財団法人日

色彩研究所色票獄修『新版 傑準土色flJI~îJl によった。

7. 挿凶中の遺物番号は、遺構i斗外の出上を間わず、 l~器。七器ごとに通 f、j手しであり、

その番号は、図版仁|二Iの遺物番号と対応している。

8. 遺構:高:号は、その種類ごとに略記号を付し、検出版に通し福:号をイ、jしたが、{去に検討ーの結

遺構ではないと判断したものは欠番とした。また遺構@遺物には下記のUI各記号を使用し

円
)

た

S K...土坑 S R...十器却設潰構 SD・..
なお、遺構図面r:tに記した Sは礁を示している。

9. 挿図に使用したスクリーントーンは、以ドの通りである。

1也L1i

遺物(凹面)

造物(磨リ面)
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第 I節調賓に至るまで

第 1章 iまじめに

第 1節調査に至るまで

東北横断自動車道秋田線は、首都圏への時間短縮と県内の陸上交通体系の改善など、地域の

生産活動と住民生活に必要な情報ゃ資源の交流を促進することを自的に計画された高速道路で、

ある。道路は、東北自動車道から岩手県北上市で分岐し、横手市一大曲市を経て秋田市に至る

総延長108kmに達する。このうち、秋田一横手間57.4kmについては、昭和53年11月の第 8次施

行命令によって具体化し、既に平成3年 7月に供用が開始されている。

秋田一横手間の道路計画路線内に存在する埋蔵文化財包蔵地の扱いについては、昭和60年4

月に日本道路公団と秋田県教青委員会との間で協議した結果、計画路線の変更が無理であるこ

となどから、記録保存の措置を取ることで合意し、昭和60年の河辺郡河辺町七曲地区に所在す

る6遺跡を皮切りに平成元年度の仙北郡南外村の大畑潜沢江遺跡まで、合計27遺跡の発掘調査
(註 1) 

され、それぞれに報告書が刊行されている。

横手インタ-.チェンジ(1 • C)以東の横手一湯田間19.7kmについては昭和61年 3月に第 9

次施工命令が下された。これに伴し 1昭和62年 3月には、日本道路公団仙台建設局長から秋

教育委員会教育長あてに、道路計画路線内に所在する埋蔵文化財包蔵地の分布調査の依頼があっ

たりこれを受けて秋田県教育委員会では、昭和62年5月と同63年6月に遺跡分布調査を実施し、
(註2) 

平鹿郡山内村の計画路線内に11遺跡が存在することを報告した。また、横手 1 • C 以東の横手

市分についての分布調査は、横手 秋田向の分布調査と同時に、昭和56年と同58年に実施され、
(註 3) 

4遺跡の存在することが報告されていた。これら計画路線上に存在する合計15遺跡の取り扱い

については、昭和60年の日本道路公団と秋田県教育委員会の合意を踏襲することとした。 15遺

跡は横手 1・Cから北上市側に、柳田 1.柳同n.小松原@新町遺跡(以上、横手市)、茂竹沢・

小田亙・小田n.小田 1.虫内立 e 虫内 1.岩瀬・中島@杵i野々・上谷地陸上遺跡(以上、

山r:Jヨ村)である。

発掘調査に先立って、;横手市分として昭和62年には柳田 1e 柳田五遺跡、平成元年には小松

原遺跡臣、i半部、平成 2年には小松原遺跡東半部と新町遺跡南半部、平成 3年には新町遺跡北半

吉fjの範開確認調査を実施したc その結果、相fJm1 .柳田ne 小松原遺跡、については遺跡の範囲

が計画路線に及んでおらず、また新町遺跡北半部については宅地造成などによる撹乱が著しく
(註4) 

していないため、これらは発掘調査の必要がないと判断された。
(註 5) 

山内村分の遺跡範囲確認調査は、平成2年に虫i付I遺跡、千成3年に茂竹沢 e 虫内耳@岩瀬・

1
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第 1章はじめに

中島@力石立@越ト.遺跡、平成4年に小田 v.小iご!こlN.虫内直 @1:日野々._L谷地遺跡について

実施した。その結果、中島@相聖子々@力石立遺跡については遺跡の範囲が計画路線内には及ば

ないことカ1ら となったこi なお平成 2 、虫内 1 尚:の南東側と虫内立j宣跡の阿側、

及び上谷地遺跡の東側で縄文時代の遺物が採集され、この 3つの地点にも遺跡の存在すること

が判明したことから、各々 をと!ミ内亙遺fi1!u;• 1トIJJ 跡 e 力石豆遺跡として登録し、範囲確認調

査を行っている。これらのことから、横断道山内村分の完J部調主対象遺跡は、岩手県側からIllLi

に越上・ @岩瀬@虫I)~nr .虫|付 1.土~内 n. 小 IJ1N. 小田 v .茂竹沢遺跡の 9 となっ

たのである。

横手干13の 1遺跡.rJJ内村の 9遺跡に対ーする発掘調査は、平成 2年度の新1111'遺跡から開始され、

平成 3年には越上遺跡、岩瀬@虫内 I遺跡の一郎、:í~内耳遺跡、茂竹沢遺跡が、平成 4 年には

上谷地@虫内直遺跡、虫内 I遺跡の一部、小田 Nj宣i弥が実施されている。

長I:l秋田県教育委員会 『東北横断自動車道欣IJltl¥U-発掘調主報合書 T~:XU 秋田県文化財訊j夜報告

書第150-166-180-186・189-190-191-205-206-207-209集 1986 ~ 1991( 1昭和61~ 平成 3 年)

許 2 秋田県教育委員会 立跡詳細分11]調査報台喜J 秋山県立化[¥.1-%周在幸I;i合?寺第179集

1989(平成元年)

註3 秋III県教育委員企 『遺跡詳細分イli調長報告書』 秋田県文化財調査報告書第93集

1982 (11f'j手口57午)

五t4 秋田県教育委良会 [!j立跡jHflI分11j調査報告書11 r'lc旧県文化財調査報告書第20H長

1990(平成 21l)

註 5 秋田県教育委員企 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財制五報告書第217集

1991 (:'f口止3壬i三)

註 6 秋 i干I IJ;~教育委員会 『遺跡詳細分布調査報令書』 秋田県文化財調克幸li告書第226集

1992(平成4年)

7 : rjIJ述の小!王II .小1+lll.小同盟遺跡については、横断j丘の分イli調査の際に付した遺跡名が、慌に

別の遺跡として遺跡地~Iに登録されてし、たことが判明したこと、地形的には lj室lJ'zIJ;とするのが妥

当であること等から、これらをまとめて小 v遺跡とした。
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第 2節調査の組織と構成

1I祢 名虫内II遺跡

跡所在地 秋田県平鹿郡LLrr什村ごと淵宇虫内17-1他

調査 J+H間平成 3 年 5 月 20 日 ~7 月 26 日

調査面詰 2，800m2

調査主体者秋田

l"1 i行革員同 村道

板垣直俊

小林

林 謙作

(文化庁記念物諜

(由利郡鳥海町立}11内iド学校教諭)

(悶学院大学文学部教授)

(北海道大学文学部助教授)

第2節調査の組織と構成

(五十音順)

調査担当者粟津光男 (秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主事)

武藤 祐治 (秋田県埋蔵文化財センター学芸主

総務担当者佐田 (秋田県埋蔵文化財センター主

(現秋田県立農業科学館主

皆]11 清 (秋同県瑚蔵文化財センター主

佐々木 (秋田県埋蔵文化財センター主

調査協)J機関 山内村@山内村教育委員会、横子市。

、|λ鹿IllJ.平鹿町教育委員会
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第 2節調査の組織と構成
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2 と

1節遺跡の立地

!実:羽脊禁1I1脈中の甲Iflを源とする 川u也川)は、蛇行を繰り返しながら、途中で武道}II、

黒沢川などを合流し、横手市へ向かつて西流する。 遺跡は、 U-l内十j南郷方面から西流してきた

横手川が、虫内集落の南はずれで流路をほぼ夜角に北に変える屈曲部西側の低位段丘上に立地

している。すなわち、遺跡は、 ]R北と線相野々駅の間約700mに位置し、国道107号と県道40

との交差点から村道虫内線を約600mほど南に進んだ西側の奥まった丘陵斜面下に所在する。

標高は107~111 mで、横手)11の現河水面との比高は16mほどである。

第 2節周辺遺跡

虫i斗E遺跡が所在する山内村には、縄文時代や中世など、の遺跡、が、横手川とこれに合流する

諸河川などによって形成された河岸段丘[-.や、 LU麓の丘陵(台地)上に分布している。ヰcJjに相野々

駅および土問地区:周辺の河岸段丘!二には、縄文時代の遺跡が集1=1=1して見られ、今回調査された

虫内立遺跡(1)もその中に含まれる。

縄文時代の遺跡(第 3[5<11 "-39)は、前期から晩期まで存期を通じて発見されているが、これ

らには時閣不詳の遺跡もある。今のところは晩期の遺跡が最も多く、順次中J~)j と後期のj宣i跡、

fj1_JDJと!iIjJWの遺跡、となる。このうち主要な遺跡としては、東北横断f-j動車道建l没に伴し 1発掘調

され、後期後半♂~， 10É期前半の大規慎な墓:t]~が検出された虫内 I 遺跡何人虫!守Ei宣M事など

があるつそれらの墓域は、二i二墳墓とこi二器埋設遺構などの埋葬施設から構成されており、その塑

葬施設の数は、調査面積の大きい.1u斗I遺跡が300主主前後、調査面積の小さい虫内E遺跡が100

く検出されている。こうした用芥施設と何時期と忠われる県穴往居跡は、虫内 I遺跡で 3

軒確認されているだけである。この他周辺の集落遺跡には、前1mの宕瀬遺跡(4人中期末の虫

1):Iill遺跡、 j草地遺跡(16)、中JtJJ末~後期初頭にかけての 1-.存地遺跡(3)、小IJJN遺跡(7)、神成

j立 ijþjJí 、後期のy支竹~J(ì宣跡( 9 )などがある。

中間:の遺跡(第 3 図40-~51) としては、l3の城館遺跡がある。これらのうち、阻木館 (40) 、

倉館(45)、大穴館(48)、黒沢館(49)、藤倉館、大松川島町山内村北端部に位置する)は、戦

同時代に、現存の平鹿・雄勝郡を支配した小野寺氏との関連が考えられる城館遺跡である口

註 1 秋田県教育委員会 UT;k 1沼県の小 i金城館助;~ 'f:)c問I!fl:文化財調査報告書第86集 1981(昭和156年)

6 



第 2節周辺遺跡

第 3図潤辺遺跡位置図
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3童発掘謡査の撮要

第 1節遺跡の概観

虫内 ll;I宣i弥は、 )11左岸の河岸段丘上に立地している。遺跡の標高は西部が111m、中央

部が109m、東部が107mほどであり、地形は束向きの緩い者[-jl'IIとなっている。

遺跡の西側は小田N遺跡に至る急な斜面、北東側は湿地で、南側は東西に入り込んだ小さな

沢によって嗣されており、遺跡の推定される範回は南西 北東約90m、南東一北西約70mと考

えられる。この遺跡範閣のうち、今回の調査対象区域は遺跡のほぼ中央部に当たる。

また、調査区の南東側は一段低くなり、この低い段丘上には、虫内 I遺跡が立地している。

!可遺跡とは、調査区南東端に沿う沢で境をなしている。

遺跡の現況は、植林された杉林であり、調査区域の杉は伐採されていた。

なお、調査区内には、遺跡の北西約160mのノ1(fII(標高130m前後)に水を供給するための導水

南東部から北西部にかけて理設されており、ちょうど通過付近に当たった SK10は、

体の半分ほどを削平されていた。

は、以下の通りに分けられ、第五)習を欠如する部分がある(第 5lZ1参照)。

第 I層:黒禍色土(10YR2/2) 層厚11----30cmの表土で、植物根を多量と土器片、フレークな

どをψ、量含む。また、部分的に人為的な撹乱を受け盛士された箇所がある。

第五層:黒絹色土(10YR2/2)~fl音初色土(10YR3/2) 層厚18~40cmで、士器片、石器、フレー

クなどを多く含む。調査区北西側では、層j享40̂"'-70cmの黒色土層(10YR2/1)である u

第mJ弱:踏倒色土(lOYR3/3)r--."椀色 iっ(10YR4I3) Þ胃!亨10~23cmで、小傑少量と土器片、石

ブレークなどのj宝物を

第N層:にぶい溺色土(10YR4/3) 膳厚 6.------10cmの第V層漸移}習である。層上部には、土器

)士、フレークなどを少量と、陪掲色子(10YR2I討を多く含んでいる

第V)脅甚指色士(lOYR5/8) ょくしまったfl1i質士で、大小礁を多く含んでいるョ

第 2節調査の方法

調査夜中央部に打設した任意のグリッド原点をMA50として、この杭から磁北に合わせた南

北基線とこれに直交する東西基線を設け、 4m X 4 mのグリッドを設定した。また、南北基線

には 2桁の第用数字、東!Z百茶和jlにはアノレファベット 2文字の来日み台わせを付し、各グリーソドの

8 
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第3章発掘調査の概要
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5盟 調査症の基本土麗摸式国

名称は雨東隅の交点の算用数字とアルファベソトを組み合わせて呼称した。 遺構等の実測は、

各グリソド杭を利用して測量し、縮尺は原則としてお分の lとしたが、 L器JfH設遺構は10分の l

とし1こ。また、これらの遺構、i正面 1~1 と調査範囲図等から遺構配信:図など必要な凶出を作成したり

3節調査の経過

5月20口から24日まで、調査に先立って伐採された杉等の除去と、範1:l:J:I確認調査時に入れた

試i1ITl 、時の tjþ 二i二 I出去を 11- う h27 日、調査r~;(:北内側から f日 J利りと j立構確認作業を [}fj<<fiし、 31nから

は同lベ南東側からも訓育を開始する 6YJl 9 日、遺構がi'~tIH されなかった調査区北内m~の調査

を終了し、この地区をij，， _L場所にあてる。 PJ月2111まで SK01 .03、SR02を検山n 7 )=119日

まで SK04 • 05 06ぺ)7舎 09② 10• 11、SD08、SR12を検出。また、 SK04 と S1く 07は、 \I~

初重複する遺構としたが、間 a遺構と判iリJし、 SK07の遺構番号を欠番とした。 231ニi、枯二査と

各遺構の掘り下け=を終了。 -#!2411、先iJrrl1去の全試の写真J最影。 2511、全検出遺構の調査

を終了。 7)j 26 EI、発掘器材等を搬出して、虫内II;ÌI~lJ悼の発i1m ，調査を完了した。

ハ
υ
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第 1節検出遺構と遺構内出土遺物

4 の

本調査では、 i二:1:A81去、上;32埋設j一室構 2 i苦状遺構 1基の計11遺構が検11¥された。このう

ちSR02は第E層11'で倹LlJされたが、他の遺構は第VJ習と面で検出された。 遺物は第 I~N層

及び遺構覆 iてIニ1::1から縄文時代の上器と石器、フレークなどが出土したの

第 1節 検出遺構と遺構内出土j毒物

1. +~坑

SK01( f;f~6.71司、|支11坂 2 ) 

L lIl45 グリッドで確認されたり平 ro]形は長軌(北 IJ~í 120cm x trfil~l! (北東一南西)106cmの

HI各円形を呈し、か ら の 深 さ91cmで、ある。 成D1iは平均で、そのほぼ中央ffl~に径24cm、底i苅

からの深さ24cmのピットが 11[Ëil iJITì られている。慢はほぼ垂直に近く Ú~'ち 1-.がっており、北 rJ可壁

はオーバーハングしている。覆二!二は 8J習に分けられたり 1----4層は炭化物少量と黄制色士粒子

や件J色土粒子を多量に合み、 51討は尽制色 少量含んでいる。各層とも堅くしまってお

り、 8I冒ドfm(L :tit: 民f['ij) には、長さ 14~17cmの初u乏し 1傑 2 11首と季大の蝶 1f!i'uがあった。自然

{長土と考えら;r〆しるの

81耳S1 ~ 11、図版 6)は、 61昔から u$if:1 点と Fî~主 1 点、 8 I留からj察干11点、 5J留

から石核 1点、また、ブレークが 21再から 2点、 51再から 2点、 7 • 8 J再から存 1};~， UJ Iーした。

S ]は、素材とした長IJHのFTij[WJ;誌を、 i可IIUからJJIIJ:して尖がらせ錐部を作出しているυS2は

縦型の行jさである。長i宜i右側縁に-N'圧剥離のための打出をnJ怠した、いわゆる縦型の石匙であ

る つまみ却はノ LノLフ付近に作LUされている S3はLi核である仁j 長さ 3cm~Íj f去、*長 1 cmほど

の長IJJ¥を取っているつ S 4 は倍円碑?を素材とした半円 ;Ijと編干1' 1 製石13で、 JI宇部と長!1~fJ方向のJ\

iHIJ主主が擦られ、干j廿なi干IIとなってし、るハまた、)，く熟を受けて赤みをfij;びており、煤けて黒ぐなっ

た部分がある。フレーケは石~[):製作11寺の破片で、うち 2 層 IH ~J二の 1 点は火熱を受けている。

S K03 (第 6 ・71ヌi、|ヌ1Iりえ 2 ) 

L L/15グリソドで惟iLZされたっ平面形は長中rlr(~ヒ尚一|荘東 )82cm X短ll!rlr(北東 62cmの稿

を し 、 {i在か らの深さ27cmであるコ氏luiはほぼ平坦である。自主は急i傾斜でなちとがっ

ている。 t~~1.は 3層に分けられたり 1J留は炭化物と任 5cmTitr後の小石を少量と若干の遺物を合

んでいるひ)回全体のしまりは弱く軟らかい。 2層は径 5-~ 6 cmほどの小石を多量に合んでし 1るひ

くしまっている あるの 3I胃は 3cmTiiHをのノj、、七を少培:合んでいる。!自のしまりは 1

13-



第 f常調持f:の記録

出よりあり、ややl笠い。これらの層は白 により したものと考えられるハ

( 8 rヌ11 号 2、 S5、i珂);反 6)は、 1層から縄文 L需片が 2)1と、プレーケが 1}~:~ LU二i二

したこ 1 • 2は深鉢土器の体部の破片と忠われる。 1t土LR縄文、 2は原体が判然としない

が磨出縄文の手法による文様が施されているの縄文時代後Jmに属するものと思われるヮフレー

クは石器製作時の破片-であるの

S K04 (包i~ 6 • 71豆、 i翠H:&2.3)

I'v1E48グリッドで確認された。ず Jf:lI)肢は長!IQlJ(北問 南東)184cm x (北東一南西)75cmの

楕円形を呈し、確認面からの深さ37cmである。本土坑のプランを確認した面もしくはやや i二方

に 7闘の礁があり、そのうちプラン内側に 6{HITI、外側に日間ある。これらの礁は土層断面観察

から本土坑に伴うものと判断でき、意図的に配されたものと考えられる。 礁は扇平な河原石 5

{回(うち 1{@Iはプラン外)と棒状の際 2{1i!TIである。棒状の礁 1個は立石であったが、発掘過程に

おいて掘りすぎたため倒れてしまった。すべての際は火を受けていなかった。 土坑民間はほぼ

ある。監は急傾斜で立ち i二がっている。覆土は 2層である。層全体に砂J球粒を

部分的に 1--.._ lOcmの小石を少量含んで、いる口また、植物恨を少量点、府下部には地Ul粒子を

でいる。層全体のしまりは水気を多く含んでおり軟弱であった。本層に合まれる砂喋

粒やづ、石などが部分的にまばらに(かたまって)入っていることから、人為的士!gjてとよ考えられる【コ

遺物は/1¥二i二しなかった。

S K05 (第 6 • 7 I司、 l玄!版 3) 

J¥JI C 45グリァドで確認された。、ILJ雨形はj乏!wh(北東 91cm 短期l!(北西…市東)52cmのr育
円形を呈し、確認而からの深さ29cmである u I底面は平坦で、あるご fl実はやや緩く立ち 1--がってい

る。 北京は本の根で壊されている。覆上は 1層で、砂i喋粒と木の根を少52とフレーク 4点を

合んて¥全体にしまりが弱く軟らかし九。層に含まれる砂延長粒が長に入っており、ノ人為的J:1:!I:::l二

と考えられる。

遺物はフレークが 4点出土した。し 1ずれも石器製作11寺の岐)¥.である o

S K 06 6. 7 k~1 、 l主JJf& 3) 

MC45 • 46、MD45• 46グリッドにかけて確認されたU 平Ii'fIJI!は長IlI，11(北西一南東)100cm x 

短i員l!(北京一市 i羽)61cmの惰円形を ~l~ し、確認 i宜iからの採さ 16cmである。民地iはほぼ平坦で、ある。

ιちト，がっている。 北VCi壁を木の根によって壊されているン覆 iては 1J円で、{沙i些

少量と i15 祝J~土ブロックを少量色、んでいる-， )留のしまりは出く IlîJ~らかい υ 人為的J:m 1.と考

えられる。

遺物は1+1+しなかった。
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第 1節 検山遺構と遣措内出宣4?!J

S K 09 6 9 I司、 IzlltJi4) 

L051グリッドで確認さ ヂi雨Mは長期h(北r'tl 南一束)62cmX 短1l~h (北東 南西)48cmの府

円形を呈し、確認面からの深さ19cmである。!良市はl:iti側から

立ち上がっている。覆士は 2層に分けられた。 1~l は砂際粒を

している。

と、 3----4 cmの小石を

ノ
¥ 

~~;;んê'、

る円また、

しまりがrJ~ く軟らかし 1 ご 2 層は砂礁を少量と、 2 5 cmの小石を少最台んでし 1

色上手立子が少量:民主1{?l iにまばらに含まれているつしまりは 1層よりあり、やや

堅い。 rl然営)Jにより積したものと考えられる。

遺物は11¥二i二しなかった。

S K 10 (第 6 • 9図、図版 4) 

L P48、LQ48グリッドにかけて確認された。本土坑の南側半分ほどは、

よって削平されていたが、平面形は残存部分からほぼ惰円形を呈していたものと推察される。

る部分の長車[j(北四一南東)は190cmX短11山(北東 南西)は66cmで、確認面からの深さ 8

cm( 南東控側)~22cm(北西壁側)である ο 底面はほぼ平坦であり、北西壁側から南東壁側へ緩く

傾斜しているの沼産は垂直に近く¥'7:ち上がっている。覆土は全体に砂礁粒を少量:と、部分的に炭

化物を若干、層ド一吉I~に黄色 1--*女子を少昆:含む、しまりのある単一層である。砂燃粒や黄掲色

了ーなどの含有物が在日分lめにかたまって人っており、 された状況を註していることから、

人為的i男二!二と られる。

遺物は出土しなかった口

SKll(第 6e9問、 i珂版;1) 

LN50 グリソドで確認された。平面形は長fl~h (北東 山西)102cm ><短軸(北尚一南東)70cmの

惰円形を旦し、{前;認[古iからの深さ32cmである υ 民r(!iはややメしみを千ij;びている。監は北京壁側が

に立ち上がってし 1るが、他壁は;2J師会1-で立ち上がっている、覆…!二は 3J冒に分けら

1 J~:1 は砂際粒を少量と、 3 cmほどの小石を若 i二含み、全体にしまりがある。 2J習は砂礁粒を少

でいる。しまりは 1層より強く、堅くしまっている。 3fi~ とした部分は、込í1<J)は掘り

のー吉I~ と判断し掘ったが、その後よの根が入り込んで、その恨が尚二って軟らかくなった境乱部

あることが判明したり自然Jj守:JJにより:L{主損したものと年「えられる

造物は出土しなかったυ

2. 

S R02 (第 9• 101珂、|えi版 5) 

LR51グリッドで確認されたハ土器開設)jJの掘り方は、平岡形が符約45cmの111持円形を量し、

らの深さは3，1cmで、あるυ!忠miはヰリIJーで、慢は急傾斜で立ち上がっている。土器は掘り

17-
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第 1ifI'j 険/1¥造審と泣帯内/1¥二1::-;立物

4 

第10関 S R02 • 12出土土器

方のほぼ11 1央部に正位に哩設されてし 1 る。 f__~~ ~if底而は掘り方底面にほぼ接している

4属に分けられた。 1 • 2層は埋設された土器内の覆土で、 3 • 4層は掘り方内の覆

土で、ある。 1!習は指頭大のにぶい黄j音色 iてブロック多量と小礁を少軍:含み、 2層は黄褐色土粒

子と炭化物を

んでいる

jJjJ設土器(第101云13、Izl版 6)は、底部から|勾湾ぎみに立ち上がって口縁にいたる深鉢形土器

でいる。 3屑 4層 は 色 i二二を少

である。 口 よ 欠損してしもるが、ほ く、 11 .9cm、

8.1cm、器高31.5cmを測る。全面に LR縄文が儲{立に施文されている。

S R 12 (第 6 • 91辺、図版 5) 

LT48グリヅドで確認された。二上部1:L1JI古川の掘り jTは、平而J1:;が長:4411(北東 南丙)40cm><短

IMI Ut四一南東)34cmの倍円形を呈し、確認Ce}からの深さ24cmで、ある円民は丸!氏ぎみで、

ち上がっている。土器は帰り方の中央より西寄りに正{立に埋設されている。

i市は掘り万民間から若'r二に依置しており、土器下)t荷台ISの a 部は掘り )j↓Jq壁 1"部に按しているけ

宮 Uì5 屑に分けられた。 1~4 層は埋設された十.器内の覆土で、 5 出は掘り )]'1):] の覆 I ~で、

ある。 1. 2!習はしまりの ~J~ し、軟質上で、うち 2 周には、にぶい黄燈色粒子と小礁を多最に含

んでいるコ 3・4府は、 1・2層よりしまりが強く硬貨土ぎみで、ある。また、 4層は砂質上粒

子を少量合んでいるの 5!冒はしまりのある硬質上て¥小礁を少;宣告もんでし、る。
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第一 4章調査の記録

埋設土器(第lor~ 4、ISlJl反6)は、口

る深鉢形土器で、ある。口縁部の一ー古I~ を

しているが、口径26.8cm、底径7.2cm、器

高29.2cmを測る。

施文されているり

LR縄文が不定方向に

3. 滞状遺構

S D08 (第 6 • II図、図版 5) 

LM48・49• 50、LN48グリッドにかけて確

された。南北に延びている溝で、その長さ約

1l.4 m、 !二面幅20~32cm、底面11I高 9 ~17cm、深

さ4cm前後で、ある。底面は部分的に木の根の撹

苦しゃ、地L1rに含まれている小隊が露出している

ところがあり、し百くぶん凹凸する箇所もあるが、

そうした部分以外はほぼ平JFl_で、ある。覆 iては{i少

諜粒を少量と 3cmほどの小むを数個含み、植物

根と黄禍色土粒子を少量:含む、しまりが弱くポ

ロボロしている単イ爵である。，;，然堆積 ~J こと考

えらtLる。

遺物は出 iてしなかったリ
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第 2節遺構外出 L..i立物

2節遺構外出土遺物

1 .上烈

出十四した 、コンテナ(五日i3-54cmX 34cm X 9. 5cm) 3箱分である。このうち完形に近

いものがイ同体、接台によってある科度まで復ιできたものが 1(1自体で、イ自はすべて破片であ

る口また、出 i二した士器の多くは、縄文時代後期ト晩期のものであるが、前期、中期末の土器

も若 1:11-¥二i二した。

縄文時代前期の土器(第12凶 5~7 、図版 7 ) 

深鉢形土器の口縁部(5 )、体部(6 • 7)の岐片である。 5はLR縄文が施された後に、口縁

部に、向原体の問端の回転施文が横位に 3段施されている。 6はLRとRL縄文による羽状縄

文が横位に施されている。 7はR L縄文で、ループ文が重段に施されている。

縄文時代中期後半の土器(第121立18、図版 7) 

8は深鉢形土器の体部の破片である。 RL縄文が縦依[nJtl伝随文されている。

縄文時代中期末~後期初頭の土器(第121ま19~.11 、 i立i版 7 ) 

深鉢形土器の I-J縁部(9 )、体部(10• 11)の破片で、 9 • 10は同一個体である。 9・10のrl縁

却には、 11縁立:M/mからi寄付::を市:下させた痕lMj;がある口その下には、刺突子Ijのあるi持品;が連続山

形状にHJ~付され、 i在，苛ドには沈線を沿わせている。この沈線のj真部門こは、円形の刺突文が 1

個あり、これから鈎の子状の沈静、を組ーみ合わせた懸垂文が垂下している。 体部の LR縄文は沈

線施丈 ~íjに施されている口 11は LR縄文を泊した後に、縦位に出j沈~桂文を数条加えて、地文の

縄文をIKf拐し、その一方をi腎り出している「

縄文時代後期の土器(第121~112"'___.32、図版 7 ) 

鉢形土器と忠われる口縁部(15---21• 27)、体部(12---14• 22""'----26 • 28""'----32)の破片である。ま

た、 12 と 13 、 16 と 17 、 19 と 20は、各々同一個体であるり 12~14は横 h向に 2 条の平行沈線と、

この沈線開に刻み列が施されており、 12• 13はその文様の上ドが無文で、 14はそのド方に縄文

が施されている υ 原体は磨滅のためèl~1j然としない，j 15 ~32は磨出縄文子丘二による文様が施され

てお灯、 15---17• 19~32はj也文としてLR縄文が、 18は RL縄文が施されているのこ才しらのう

ち、 16""'----27はノ人組丈をモチーブにした文様が横位に展開すると忠われるが、他の詳細は不明で

ある。また、 18は口唇部に 1([i1ilの角状の突起が、 16・17は二股に分かれる突起が付けられてお

り、 15は口縁が小波状を主主するものと忠われ、 19---._.21は小波状部付近の破片である。 27はLR'

RL縄文を羽状に施した後入組文をJ苗き、磨出したものである。 32は外面に煤状炭化物が付着

している。

縄文時代晩期の土器(第12図33~36、第13図37'""-59、図版 7 • 8) 

ーょっμ



第4主主 調的ての記録

鉢 形器の口 (33 ---38)、休部(39• 40) 、 r~g鉢 113_L r，Ä=の体 rm (42 • 43)、小の鉢11ヲ土器の

休部(41)、台付r:完封土;15の11綾部から休部(57官邸入休部(44)、注 11J二器のllll部(52• 53入

(46 0 48~.50) 、査 JIヲ土器の口縁部 (47) 、 Il絃から百部 (51) 、

)1:部 の破片と、 il唇と li縁部および休部の令部を欠いた宣形土器(59)である。 48 49は同

-íl;lí] 体であるに 33は円結部にRL縄文が施され、そのドには口絞白I~ と休部を i閉する

に 1条施されている。体部にはj光線による王砲き;叉支が施されている。 34は 1.1唇にB~)~起と

刻み目が地され、 I~] 縁部には三叉文、屈曲する部位には 1 条の沈線が横{立に施されている。 沈

線下の体部にはLR縄文が施されている。 35-----38は1_1縁部に羊歯状丈が施されており、 35はそ

の上の口唇にB突起と連繋する三叉文、その下に 2条の横位沈線が、 36-----38はそのとに横位沈

線が1条、その下に 2条(36• 38)、 1条(37)の沈線が施されている。ただし、 37の下方の沈線

は現状破片に認められるものである。また、 38は口唇部に刻み 1;1が加えられている。 39---....44は

LR縄文を地文として、横位沈線が施されており、 39---....41• 43 • 44は沈線が 2条、 42は 1条認

められる。 46• 48---....50は三叉文 e 載痕列などが施されており、 49• 50の屑[音I~ にはf:15二二粒が HIJî付

され、 48には刺突列がある隆帯が憤伎に施されている。また、 50は肩部下の載痕列に沿って沈

線が 1条と、それに連繋する 2条の沈線が弧状に施されている。 47は口縁部に横位沈線が 1

施されている。 51は口唇部に小突起が付されており、口縁音I~ と肩部には刺慢が加えられる隆帯

とその上下に 2条の横位沈線が施されている。 52• 53には注仁iを巡る 2条の沈線と、それに連

繋する玉J包き三叉文が施されている。 56は口縁部および肩部は無文で、仁i縁部下と肩部の間を

くびれさせて段をもたせている凡また、内外面とも j1i?っこ磨いている。 54は香炉型上22の天井

部の岐jJAである。弧状をなす側縁部には三文支が施され、その…!ぐに緑、部に沿って沈線が 1条JJU

えられている。 55は吾炉型一!て器の体部、もしくは台付の台部のし 1ずれかの破片と忠われる。

透かし部分を泡くように三叉文がJ古かれている。 57は口唇に 2個 1対のB突起が付され、口

部にはJ三叉文が施され、そのTには結節沈静i!文と平行沈静，Í~が 2 条施される。沈線下の体部には

LR縄文が施されている。 58は口唇に刻み目が施され、 11I話の狭い口縁部には、仁i縁に平行に載

4良子IJとその下に 2条の平行沈線が施されており、さらにその下の体部にはLR縄文地に刃向す

る C 字状の[宮市文様と三角形の扶り込みが施される。また、 υ縁吉r~の内 1mの口縁 Fには、 l 条

のj光線が横位に施されている。 59は口縁ドに1!注文帯をもたせ、そのドには二文文が方面されてい

る。また、休部には LR縄文を地文として、:二三叉文を基調とした文燥を摘き、部には 3条、

底部には 2条の横位沈線を施しているのなお、 38• 42の外出と58の内外国には、煤;1犬炭化物が

している。

縄文時代後期~晩期の粗製深鉢形土器(第14図~第16図94-----100、図版 8・9) 

縄文時代後期]-----I~t期の;臨時におさまると思われる粗製深鉢形土器を・括した。第14図60 ・ 61 、

-22 
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第 41京調査の記録

L止二グ ¥ ほこく了 L主プ
llG 117 11点 ハロj

 
i
 

4
 

5
 

宅ヨザ 冨ごく「
120 121 

123 124 125 

第17図遺構外出土土器 (6)

第15図65~84は、日縁部および体部上方の破片で、第14凶62~64、第15図85~93、第16図94~

100は体部および体部下)]の破片である。これらの破片の器外而に施されている縄文は、 RL

縄文(60• 71・84• 86 • 98) と、 LR縄文 (61 -.__， 70 ・ 72~77 ・ 79~83 .. 85 • 87 -.__，90 • 92~96 ・ 99 ・

100)およびL撚糸文(91)、R撚糸文(97)である。また、 85へ 87は、縄文;が施された{去に結節向

転文が横{立に施されている。 60・65・68・73• 98は、イ患の資料の縄文がほぼ'定方向に施文さ

れているのに対して、その方向が不定である。 65• 73は仁i 縁日こ捕11~.fしが 11自認められる。こ

の子しは、外国から内面にiむけて穿たれている

なお、居内外!雨に保:jk炭化物が付着している資料が多く認められるコ内面だけに付着してい

る資料は87だけで、外出だけに付着している資料は、 60，，，，-62・64• 66 • 69"，-，71 • 74 • 75 • 77ゅ

78 • 83 • 84 • 86 • 88 • 96 • 99と多く、内外聞に付若している資料は、 63• 90 • 100 • 101である

@.部(第161ヨ101~1l5、第17図116""--118、図版 9 ) 

本遺跡から出土した底部は、上底ぎみのものが主であり、、F-底と忠われるのは、 103• 106 • 

108である。 101は底部から休部下jプの妓片で、 LR縄文が施文されている u 102会 103にも LR

縄文が施丈されている。

台付土器の台部(第17悶119-----122)

これらのうち120~'122には、沈静、が横{立に施されている。 120 ・ 121は沈総が 1 条施されてい

る。 122は氏部に 1条、台部に 2条の平行沈線が施されており、その平行沈線開には、刻みヂIj

が施されている。

。。つ白



第 2i~Îï 構外山 iJj5物

2. J二型1
1
11
1
1(第17図123へ

/L¥ナーした士製品は、 frJ~l'言状 f-製品 3 点のみである口すべて素材とした日告破片の縁辺を加工

して円売;状に(J→しげている。 123は沈線と縄文;が認められるが、 f自の 2点は)者争点のため不明で

ある凡

3. fi3[f 

出土した行;12は、石鍛 e よ11台.;rI匙@トランシェ様王i~*' .石箆@スクレイパー@磨製石斧@

打製{=-I斧@石剣.辛@半F1J状扇平打製石器・凹石@磨行などである。その出土点数は完形の

ものと欠損したものなどを什わせて89点である。また、石核、フレーク、チップがコンテナ

( j~~I， 1名54cm X 34cm X 9. Scm)ア 6~~R 分出!~Lたο

石鍛(第18fヌ)S6 ~ 9、図版10):占無茎鎌(S6~8)、凸基有茎鍬(S 9 )の 2種類がある。

全てlíl~rITlに:次加 Lが施されているが、 S6はJi-I白iに、 S8はi可に 1次長Ijfiiff:I掃を残している。

石槍(第181玄)S 10~15、|き111反 10) : S 12 • 13はp可1mが二次JJII仁されているが、 S10 • 11は側縁

に長IJ怖が加えられているだけで、両面に l次長IJ離耐を残している。 S14 • 15は尖頭部から!阿部

を欠射しているが、残存する部位のlifij而は三次加工されている。また、 S12は些端を欠損して

いスaノo

石匙(第19図S16~25、第20f苛 S 26~32、 i玄)1:友 10) :縦型(S 16~23 • 29~32) と横型 (24~28)

の2種額がある。つまみ部は、素材とした長IJJ-r-の打lliI{l{Uに作られているものが大半であるが、

S23は素材の末端側に作られている υ S 仁 iJ~及んだ j りである。

S29は jJ音I~ を、 30へ 32はつまみ吉f~をうしている ζj

トランシェ禄石器(第20凶 S33、図版10):横長の剥片を用い、 1次長IJififtrI[fを刃部としている

ものである。

石箆 f::5]S 34------45、第22J::5146------54、図版10-11):これらは素材とした剥片に施された:

次加工の度台いによって、片面加[のもの(S 34~ L1 5) 、両国加 rのもの( S .16------.53)とにわけら

また、基古r~ よりその iマ )j が t -，くらか広がるもので、ほぼ左右対称となるが、 S51は)1-iRlJ 

ら休部中央少し下まで扶られており、非対称形を呈しているり

スクレイパー(第221ま]S 54 • 55、第231~) S 56~61 、 Izl版 11) :…(に素材剥片の側縁にて次加工

が鈍されて、刃吉r~が作山されているものである。 S 56 • 57 • 59---61は側縁に、 S54・55・58は

{!W縁および末端に作出されて lì るりまた、 S56は長!I~h方向のに扶りをもっている。

磨製石斧(第2312:)S 62・63、図版11): S62・63は、断面形がほぼ隅丸長方形を呈する。 S62

は刃部側を欠損しているが、 S63と共に定角式磨製石斧である。

打製高斧(第24図 S64~66 、 Ig)版 11) : S 64は長I相hHI白jのがすぼまるラグビーボール状に

Q
U
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第 4京調査の記録
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第 2fiii 遺構外出土遺物
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ζ二二〉 S 18 

A孔 /。
パ!

S19 ζこ〉 S 20 
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第19図遺構外出土石器 (2)
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第4章調査の記録

s 
七ごここ〉

3注目
くこ〉 S 29 

くご二二二二〉 S 28 

輸 ~O
ζ 二ミ S :30 

ζ こ二こ〉 ~ s 

S :33 

子 ヘ〉

第20図遺構外出土石器 (3)
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第 21'!i'i 遺構外1:1-¥土遺物
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第 4車調査の記録
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第 4主主 調査の記録

~ 

第26図遺構外出土話器 (9)
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S 79 

第27図遺構外出土石器側

成形されており、 S65・66は嬢形に成形されている

石食Ij.石棒(第25図S67 • 68、i立!版11): S 67は一行剣の破片で、

れている。 S68は石障の破片で、全面研磨されている。

半円状嘉平打製石器(第25図S69 • 70、図版

第 22m 童構外出近物

口
S 80 

10cm 

る部位の全面は研膳さ

として、長側

縁の一方を両面から打ち欠いた後に擦ることによって、幅 1cm 前後の_ilよ滑I討をfF:II¥している。

全体に風化が著しく、刃部作11¥の際の剥離痕がほとんど見えなくなっている。

自若(第261ヌ1S 71--76、図版12):し 1ずれも 1J]繰を素材としており、 S72 命 74は両面に[l_~]みが

作られ、 S71 • 73 • 75 争 76は -[rrîl こ IJJ]みが作られているものである。また、 S71はその知Il~h両

端に打ち欠きによる扶りがあり、岐石としても使われたもので、 S73・75・76は2而に際面が

認められ、}者石としても用いられたものであると考えられる。

磨石(第26図S77 • 78、第27t~1 S 79・80、図版12):円形や楕rLlflヲおよび角柱状の燥を素材と

して、その平面や側面を!書面としたものである。 S77は両面を、 S78は長朝!万向の一方の平田

を磨而、 S79・80は長軸方向の 2面を磨間としたものである。また、 S79 • 80は磨減ってIl:Qん

でいる。
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第4主主 調査の記録

J中 図 図 !t反 出 すて
百lLEl F t 種

最大長 最大 JIJ高 最大!￥ 重量
む Ji~ 

番号 番号 地区 (mm) (mm) (mm) (守)

8-S1 6 -S 1 S K01 石錐 19 19 6 (3.69) 百行

S 2 S 2 S K01 石匙 78 29 9 18.3Ll 頁

S 3 S 3 S K01 コ ? 69 26 35 (43.18) 頁 17
S 4 S 4 S K01 {i 175 82 48 915.58 安山口

S 5 S 5 S K03 全IJ 39 37 11 (14.72) 頁計

18-S 6 10-S 6 L P45 石鎌 17 15 (0.75) 頁岩

S 7 S 7 h在C47 右鎌 16 15 (0.59) 頁自

:::; (':) とづ δ L 1¥1 40 石鍬 18 16 4 0.78 頁岩

S 9 S 9 LM46 石鍬 32 19 5 (2.03) 頁岩

S 10 S 10 h在B46 石槍 46 28 7 6.76 頁岩

S11 S11 L L48 
石石 槍絵

55 25 9 8.63 頁岩

E S 12 S 121 1¥1 C .15 70.5 1ぷ 12 (12.14) 頁!行

S 13 S 13 L S45 石槍 142 44 34 176.27 頁岩

S 14 S 14 L L48 石槍 72 50 20 (51. 65) ~ 

S 15 S 15 LN46 石槍 52 63 21 .03) 頁岩

19-S 16 S 16 h在日 44 七匙 63 38 9 10.10 千ゴ

S 17 S 17 LK49 石匙 68 23 9 11.00 頁岩

S 18 S 18 1VI B 44 石匙 79 26 9 16.19 頁

S 19 S 19 LN46 石匙 74 31 ‘8 13.33 頁岩

S20 S20 L R45 石匙 63 23 13 8.60 貞右

S21 S21 L Q45 石匙 52 22 8 (8.01) 主(岩

S22 S22 L R45 1:コ一 I日eI:レt 65 32 11 17.51 頁岩

S23 S23 L J 48 石匙 71 39 13 25.25 頁岩

S24 S24 MC51 石匙 23 47 8.5 (9.42) 頁岩

S25 S25 五在B55 石匙 29 52.5 8 8.55 f[ 岩

20-S26 S26 L K48 石匙 50 52 14 (14.35) t:f 
S27 S27 L T49 じ匙 47 46 11 17.06 〕支計

S28 S28 h在B49 石匙 39 65 11 14.55 頁 iLJ
S29 S29 L T43 石匙 2，1 24 9.5 (3.93) 頁岩

S30 S30 L lv147 石匙 ιっ"v。 19 ?‘5 (3.08) 五岩

S31 S 31 L 048 石匙 67 38 11 (22‘23) 貞岩

S32 S32 MA44 石匙 51 39 9.5 (13.02) 
i以'[岩T 

S33 S33 MD51 トランシェ様石器 94 54 20 (85.53) 

21 S 34 S34 L L4S ;五箆 42 34 10 (12.06) rt 岩

S 35 S 35 L L4S 
行石 箆箆

53 35 15 (28.64) 

S36 S36 L K48 64 41 14.5 37.55 

S37 S37 L P45 石箆 63 38 19 40.31 民岩

S38 S38 L 045 布 箆 89 50 20.5 73.59 :以ff fi守f 
S39 S39 L S 43 む箆 95 50 23 80.64 

S40 S40 L L48 石箆 67 40 15 (40.68) 頁岩

S41 S41 MB44 石
で

63 52 18 (66.05) 頁岩

( )内の数値は残存値である

第 1表石器計測…覧
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第 2節遺構外山士遺物

J市 |支| 1:zJ !坂 士
仁1lLllT3 種

最大長 最大 flf高 最大厚 A E1ゴfl.‘ 

f七 質
1寄 !ヴ? 需 !勺こ3 地 1;5: (mm) (mm) (mm) (守)

21-S42 10 S42 l'v1 D /16 ，[ I 箆 56 51 17 (62.58) 
I日L、

S43 S43 L 0/18 f1 
Fメミノ芭v 73 50 20 (58.08) 

S44 11 S44 L L45 七亨 令一 87 57 ゥ 25 (108.04) 

砂頁頁質頁岩f告f S45 S45 MC48 jノZ、にじ、l' 88 42 16 72.03 

22-S46 S46 L 053 1-1' 箆 74 L11 15 39.69 

S47 S47 MB.13 石箆 64 42 17 40.81 頁:宕

S48 S /18 L R45 zi j:さ 70 51 14 (46.56) 
頁頁 岩宇f

S49 S49 T "C'寸 石 箆 90 円48 Lつ~8 104.58 

S50 S50 L N48 石箆 88 52 20 (89.24) 頁者

S51 S 51 ME49 石箆 122 49 20 112.33 i 頁L 岩岩

S52 S52 MD49 石箆 129 56 29 185.55 

E S531 S S3 LN46 石箆 63 44 15 (38.96) 頁岩

S54 S54 MB57 スクレイノミー 52 39 8.5 15.01 頁岩

S 55 S55 MB45 スクレイパー 102 63 31 146.58 頁者

23-S56 S56 MA57 スクレイパー 43 19 7 5.03 頁岩

S57 S57 L 045 スクレイパー 37 27 7 (4.81) 頁岩

S58 S58 五在C52 スクレイパ 67 25 8 9.54 
頁E 岩

S59 S59 L P47 スクレイパー 64 46.5 7 (19.06) 

S60 S60 MA51 スクレイパー 60 31 12 18.67 頁岩

S61 S61 MC46 スクレイパー 71 39 15 33.48 頁行

S62 S62 五;1B 43 磨製石斧 44 33 24 (40.26) 安山岩

S63 S63 MA47 磨製石斧 107 40 25 186.81 安LU岩

24-S64 S64 L N45 打製石斧 128 79 36 245.43 
兵i{f岩i 

S65 S65 L N45 打製石斧 142 78 42 234.17 

S66 S66 L R45 fJ製石斧 113 76 36 229.85 頁宥

25-S67 S67 LT52 石剣 82 28 14 (41.93) 粘板岩

S68 S68 L N45 石棒 82 38 31 (117.63) f!出.j1長官

S69 12-S 69 MC53 lr~iK崩平n製石器 81 193 43 754.81 安山岩

S70 S70 L T44 j察毛l 82 189 57 1060.63 安山岩

26-S 71 S 71 五在C53 i竺i 97 80 53 555.68 安山岩

S72 S72 MC53 凶行 93 79 48 445.21 安山岩

S73 S73 MA51 問石 91 69 35 313.09 安山岩

S74 S74 MD52 凹石 101 83 51 543.22 安山岩

S75 S75 L R52 円 1=1 133 93 80 1492.10 安山山

S76 S76 L 1¥146 戸l 石 133 101 103 2116.83 
安山i岩宕

S77 S77 J¥t1D52 !蓉 'E 105 92 59 718.54 安[1

S78 S78 MC53 
際陪 石石

250 72 53 1422.56 安山岩

27-S 79 S79 ME50 116 76 34 494.15 安山岩

S80 S80 MC54 磨石 248 41 45 536.95 交山

( )内の数値は残存値である

第 2表石器計測一覧
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虫 i斗立遺跡は、南側が小さな沢、 )tjÆ{U，~が三i、な斜 Itlî 、北側が湿地で i場i されており、その範i羽

は市南 北東約90m、市東 北!均約70mと考えられるらの調在/;くは、工事区成が祢中央

部を横断しており、遺跡の1-1-1央部に当たる。

調査において検出された遺構の大半は土坑で、その性格を記握しがたいものが多いが、 iご|二1に

は陥し穴と考えられる士坑 2基(SK01)と、士墳墓と考えられる土坑 1基(SK04)がある。検

出遺構には、その覆土lゃから遺物が出土しなかったため、時代を特定しがたい遺構もあるが、

遺構外から出土した土器の大部分が縄文時代後期~晩期であるため、その多くは当該期に位置

付けられるものと思われる。

出土した遺物は、縄文時代の土器、石器、フレークなどが、遺構内外合わせてコンテナ(規

格54cmx 34cm x 9. 5cm)で10箱分である。このうち縄文時代の上訟には、縄文時代前期@中期@

後期@晩期のよ;忠‘があるが、その主なものは、縄文時代後期~晩期の土器で、ある

以上のことから虫内五遺跡は、縄文時代前期~[0É期にかけての遺跡であり、その性格は狩猟

場や墓域として利用された場所で、あったと推察される九

また、本遺跡の南東側の小さな沢を隔てて隣接する虫内 I遺跡においては、縄文時代後期~

晩期にかけての大規模な墓域が形成されている。当選跡でも同時期の墓墳や土器増設遺構など

が、検出されていることから、虫内 I遺跡の慕j或を構成する一部に含まれるものと考えられる。

つムA
i
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1 .鯛査前会最 Utl>両者}

• 
“ .・『菅、、 ・

• • • 

2.調査後会景 {筒b東)

-43-



図
版

2

1. 5 KOl土坑 (i菊t北)

2. 5 K03土坑 (南東I>~ヒ酋)

3. 5 K04土筑上高様検出状況 (il!i 1>東)
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1. 5 R02土器埋股i量締 {東1>商}

2. 5 R 12土器坦設遺構 (時i!ll:1>北西)

3. 5008溝状遺構 t前!>~t ) 

-47-



図
版
6

S 1 

S 2 

‘ 2 

S~ 

4 

i量楠内出土造物

-48 



宅診

掛
司- -司F 4目

主主 主ゐ

轡 . • • 措拍 32 
3' 30 31 

33 

窃罪
~I 

~6 39 40 

15 

7 

8 

9 

じ司|
12 

16 

23 

..5 

•• 
48 

42 
47 

遺構外出土造物 (，) 

-49-

¥ 

図
版
7

14 

'6 

.'9 



図
版
8 巳;瓦-

同

55 珂

S2 53 
5.1 

拍

G6 

67 

68 

遺書韓外出土造物 (2)

-50-

56 
57 

63 

65 



11 

11 

飽

92 

v 

83 

噂
開

lE3 

~ 
曹 F

96 

97 

84 

73 

図
版

9
75 

74 

76 

8l 

8G 

91 

101 

通量権外出土造物 (3)

-51-

8S 

l23 

冊

鶴 畿
lZ4 1器



図

• 版
d主 A ~ 10 

56 S 7 58 S9 
510 

$11 S 12 

513 

51・ SI6 517 
司司E

SI8 

a・・ 52. 

S21 
S拍 522 

519 523 525 

S却

526 S27 S揖

‘ 
531 

S12 

S調

S33 
534 535 

SJ6 537 
SJ8 

540 s .. 
S拍

542 S<i、

i量情外出土造物(4)

-52-



S" 

$50 

5描

' 857 

量

時
S臼

:;4$ 

551 

S58 

S6o 

S46 s‘言

552 

S60 

561 

S伍

遣事陣外出土遺物(5)

-53 

SJ8 

SS3 

S54 

562 

図
版
日

549 

S5S 

SG3 

$61 S制



図
版
印

57$ 

S1i 

509 

j 

じJ
$12 

S 76 

S78 

遺構外出土遺物 (6)

-54-

873 

S70 

S74 

S帥


	第234集 東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書ⅩⅣ  虫内Ⅱ遺跡
	序
	例言
	目次
	第1章 はじめに 第1節 調査に至るまで
	第2節 調査の組織と構成
	第2章 遺跡の立地と周辺遺跡 第1節 遺跡の立地 第2節 周辺遺跡
	第3章 発掘調査の概要 第1節 遺跡の概観 第2節 調査の方法
	第3節 調査の経過
	第4章 調査の記録 第1節 検出遺構と遺構内出土遺物 1.土坑
	2.土器埋設遺構
	3.溝状遺構
	第2節 遺構外出土遺物 1.土器
	2.土製品 3.石器
	第5章 まとめ



